
キーワード：

Keywords:

ソーラー電力セイルOKEANOSのクルージングフェーズにおける観測計画

Observation Plans in the Cruising-Phase of the Solar Power Sail:

OKEANOS
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　ソーラー電力セイル探査機OKEANOS (Oversize Kite-craft for Exploration and AstroNautics in the Outer

Solar system)は、ソーラー電力セイルによる外惑星領域探査を実証することを目的としており、その主要なサ

イエンスターゲットは木星トロヤ群小惑星の表面および内部の科学探査である。一方で、打上げから木星スイ

ングバイまでのクルージングフェーズは、その空間的・時間的拡がりから、太陽系内の物質・エネルギーの同

径方向の分布に関する観測の好機を与える。我々はこのフェーズにおいて、赤外線観測装置EXZIT、ダスト観

測装置ALADDIN -2、磁力計MGF、ガンマ線バースト観測装置GAP-2を用いた太陽系ディスク方向の探査を計

画している。 

 

　可視光・近赤外線で観測される黄道光は、惑星間ダストにより散乱された太陽光であると考えられてい

る。黄道光の2次元分布は、惑星間ダストの3次元構造を反映しているが、小惑星起源と彗星起源の比率が日心

距離に応じてどう変化するかは、解明されていない。我々は、EXZITを用いた可視光・近赤外線による黄道光

の太陽系動径方向の観測と、ALADDIN-2による惑星間ダストのその場観測を行う。これらを比較することに

よって、太陽系の固体微粒子の分布や移動の実態を明らかにする。 OKEANOSから得られる観測結果はま

た、太陽系のダスト・黄道光が外惑星領域からどのように観測されるかという情報を示し、太陽系外の恒星系

観測における指標となることが期待される。 

 

　太陽風の温度分布は太陽距離に依存すると考えられるが、その実測値は断熱モデルから予測される値よりも

高いことが知られている。このため、プラズマ乱流や磁気再結合などの加熱機構の存在が予測されてい

る。我々はMGF-2によるソーラー電力セイルのスケールでの同時磁場観測を行うことにより、電子スケールで

のプラズマ乱流を検出することを検討している。このような観測を、地球軌道から木星軌道にかけて行うこと

により、太陽風の加熱機構の解明を目指す。クルージングフェーズの長期間の観測はまた、突発的な太陽風に

伴った磁気現象の検出が期待される。また、これらの太陽風ショックに伴うガンマ線の検出可能性も探る。 

　これらの観測を、はやぶさ、はやぶさ２などの既ミッション、およびOKEANOSのトロヤ群小惑星到着後の

探査からの知見と組み合わせることにより、太陽系の内惑星～外惑星領域の物質の分布と移動に関する理解が

深められ、生命前駆物質の起源を含め、太陽系の各天体の形成から地球上の生命誕生に至るプロセスが明らか

になることが期待される。
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